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新潟県や防災科研のHPにあ
る雪おろシグナルのバナーを
クリックすると、雪おろシグ
ナルのサイトにとぶ。下記の
アドレスや⼆次元バーコード
からもアクセス可能です。
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積雪時の雪下ろしの判断に役⽴つ
「雪おろシグナル」の紹介

雪氷災害では毎年100名前後の犠牲者が出ており、そのうち半数以上が屋根雪関連である。そのような屋根雪事故を
軽減するためには、的確な雪下ろしの判断が必要である。本システムでは、計算された積雪重量の分布が地図上で⼀⽬
でわかるように⾊を分けて表⽰される。屋根雪下ろしの判断材料の⼀つとして、この雪おろシグナルが開発された。

屋根雪下ろしの参考にするための
積雪量の情報が重要

わずかに積もった雪は
しなくても⼤丈夫 ⼤量に積もった雪は

しないといけない
降ったばかりの軽い雪は

しておくと安⼼
しまって重くなった雪は

しないといけない

⾒た⽬が同じでも
重さが違うことがある！

屋根の雪下ろしの参考にするための
密度まで考えた重さの情報が重要

的確な雪おろしの判断のために

計算を6時間おきに⾏って情報を更新

津南

気象庁 アメダスデータ 積雪深観測点データ

雪を計算するモデル（SNOWPACK）

観測地点ごとの積雪重量を計算

観測点の間を埋めて地図作成

雪の量となる積雪深
のほか、気温や⾬量
などの気象データを
収集する。

積雪変質モデル「SNOWPACK」
を使って、気象データから雪が
積もる量や融ける量、重さの変
化を計算。これにより、積雪重
量（１ｍ２あたりの雪の重さ）が
計算される。

積雪深分布図
（新潟⼤学・復興
科学研究所作成）

(自治体、国、大学、研究機関)

積雪重量の⾊の基準として、新潟の多くの地域で
設計積雪深を下回る100kg/m2以下は安全を表す緑
で、雪おろしの⽬安に使われる積雪深1mに相当す
る300kg/m2以上は注意を表す⻩⾊、建物倒壊事例
が⾒られる積雪重量700kg/m2以上は危険を表す⾚
で表⽰されます。

クリック

1. 地点キーワード
調べたい地域名を⼊⼒して検索をクリックする。

2. 居住地
▼印クリックすると、地点キーワードの
⼊ったリストが表⽰される。調べたい地点に最
も近い場所を選択する。

3. 雪おろし実施⽇
雪下ろしをした⽇付を⼊⼒する。
していなければ初期値のまま。

4. 現在の⽇付
積雪重量を知りたい⽇付を⼊⼒する。
初期値はアクセス⽇の午前０時になっている。

5. 積雪荷重計算
クリックすると計算結果が表⽰される。

積雪荷重計算の仕⽅

背 景

雪おろシグナル作成までの流れ

屋根雪関連の雪氷災害は毎年多い！

積雪荷重計算
クリック

「積雪荷重計算サイトへ」をクリックすると
雪下ろしをした⽇からどれだけ雪が積もった
か確認するサイトへとぶ。

情報入力画面

計算結果画面

（図：新潟県）

積雪深を観測している新潟県内
の140地点の積雪重量の計算結
果をまとめ、分布を作成する。

観測点の間の積雪重量を逆距離
荷重法で内挿して地理院地図上
に重ね雪おろシグナルとして公
開した。（2022年2⽉16⽇まで
の公開）

https://seppyo.bosai.go.jp/snow-weight-
2021demo/index.html

診断型積雪分布モデル
(秋⽥⼤学)

積雪深の観測地点(⿊丸のマー
カー)から離れた⼭域の積雪重
量の推定⽅法を改良。
（ 2022年2⽉17⽇より公開）

双⽅の⻑所
を融合

従来の雪おろシグナル

地形補正等を⾏って積雪量を計
算し、積雪の分布傾向を計算す
る別のモデルと連携して、雪お
ろシグナルの情報と融合。

改良された雪おろシグナル

雪おろシグナルの始動 （２０１８年１⽉９⽇〜）

https://gisapps.bosai.go.jp/seppyo
/snow-weight-niigata/
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本研究は、新潟⼤学災害・復興科学研究所共同研究費
（2014-17,2015-11,2016-15,2017-20,2018-3）の助成によって⾏われた。
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雪おろシグナル・積雪荷重計算サイトへの
アクセス及び使い⽅

雪おろシグナル

「雪おろシグナル」積雪重量分布情報

a で＋をクリックすると
拡⼤されて詳細な地図が、
−をクリックすると縮⼩
されて広域な地図となり
ます。

b の凡例が地図上に⽰されている積雪重量の⾊と、
その危険度合いを⽰します。
c のスライダーを操作することで、過去時間の積雪
重量分布を表⽰することができます。直近30⽇間
のタブをクリックすると、過去 1 ヶ⽉前まで遡っ
て確認することができます。
また、画⾯上をクリックするとその地点における
積雪重量の値がdのように表⽰されます。

Bの凡例の詳細

雪おろシグナル紹介動画サイト
https://xview.bosai.go.jp/products/snow-weight/

スマートフォン

による表示

スマートフォンで表⽰する専⽤のア
プリはありませんが、 同じアドレ
スをスマートフォンのブラウザでア
クセスすると 左図のようにスマー
トフォンに最適化された表⽰となり
ます。基本的な操作⽅法は PC と同
じですが、i をタップすると凡例が
表⽰されます。また、＋や−のタッ
プのほか、スマートフォンではピン
チインやピンチアウトによっても拡
⼤、縮⼩されます。

2018年1⽉に新潟県で運⽤開始して以降毎年対象範囲を広げていき、2024年12⽉時点で豪
雪地帯のほとんどの地域に拡⼤した。
2020年12⽉-21年3⽉の⼤雪時には連⽇5000前後のアクセスがあり、⼀冬期間で10万以上
のアクセス数が記録された。

左グラフは、北海道から中国地⽅の積雪
地域における地⽅新聞に掲載された雪氷
災害事故の記事を独⾃の基準でデータを
収集整理したもの。雪道の交通事故は含
んでいない。
屋根雪に関連した事故においては、雪お
ろし中の転落事故が最も多く、家屋の倒
壊や落雪事故等も⾒られる。

雪氷災害による死者数（2013.12ー2023.04）


